
　今回の改正により、原動機付自転車がいわゆる従来の車両を意味する「一般原動機付自転車」と新しい

車両区分の「特定小型原動機付自転車」に細分化されます。

　「特定小型原動機付自転車」には新しい交通ルールが適用されますので、注意しましょう！

次の基準を全て満たすものをいいます。

　【車体の構造】  

　　● 時速20キロメートルを超えて加速することができない構造である

　　　　こと。

　　● 走行中に最高速度の設定を変更することができないこと。

　　● オートマチック・トランスミッション（AT）であること。

　　● 最高速度表示灯（灯火が緑色で、点灯又は点滅するもの）が備えら

　　  　れていること。 等

  【車体の大きさ】 1.9ｍ以下   幅  ： 0.6ｍ以下

　●16歳未満の者の運転禁止！　
　特定小型原動機付自転車は、運転免許がなくても運転可能ですが、

  16歳未満の方は運転禁止です。

　〈注意！〉 16歳未満の方への車両提供も禁止！

　●車道通行が原則！
　車道と歩道又は路側帯の区別のあるところでは、車道を通行しなけ

  ればなりません。（自転車道も通行可）  道路では、原則として、左側

  端に寄って通行しなければならず、右側通行をしてはいけません。

　●飲酒運転の禁止！
　特定小型原動機付自転車も車両です。　お酒を飲んだときは絶対に

  運転してはいけません。

　●乗車用ヘルメットの着用！ （努力義務）
  努力義務・・・交通事故の被害を軽減するため、乗車用ヘルメットの着用を！

　●保安基準への適合等！
　特定小型原動機付自転車を運転するにあたっては、

　　①車両が道路運送車両の保安基準に適合

　　②自賠責保険（共済）に加入 

　　③ナンバープレートを取り付けなければなりません。
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